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1. はじめに 
平成 15 年度から、高等学校において普通教

科あるいは専門教科「情報」が必修となった。

普通教科「情報」を履修した高校生が大学を

受験するのは平成 18 年度入試からである。こ

れに対応して、東京農工大学工学部情報コミ

ュニケーション工学科では，平成 18年度入学

試験における個別学力検査(前期日程)に教科

「情報」を出題することにした。そのための

「情報」の試行試験を平成 16年度内に 3回実

施する予定であり、その第 1 回目を 7 月 31

日に実施した。対象は現在高等学校の 2年次

に在籍する生徒であるが、現職の教員も数名

参加した。以下に、「情報」出題の目的と決定

経過、試行試験の目的、試行試験実施方法の

あらまし、社会の反応、等について述べる。 

2. 入試に「情報」出題を決定した経過 
 平成 15 年度に高等学校の学習指導要領が

改訂されたことに対応して、平成 18 年度大 

学入試の出題教科・科目・範囲の検討が平成

14 年度から始まった。 

 この間に、大学入試センターがセンター試

験に教科「情報」を出題することを見送るな

どの逆風はあったが、東京農工大学では、約

2 年間の検討の結果、情報コミュニケーショ

ン工学科で、個別学力検査(前期日程)の出題

教科・科目を 

英語、数学、物理または情報 
とすることが承認された。学内を説得するた

めに、「情報」の試作問題を提示するなどの努

力をしたことが功を奏した。 

「情報」の出題範囲については、普通教科

「情報」(情報 A、情報 B、情報 C) および専
門教科「情報」に共通する部分とすることに

なった。なお、「物理または情報」としたのは、

浪人が「情報」を履修していないことを配慮

したためである。また、本来ならば、物理と

情報を共に必須としたいところであるが、個

別学力検査の日数が 1日という制約から、一

方を選択することに落ち着いた。 

3. 試行試験実施の意義 
当学科が「情報」を出題すること、どのよ

うな問題が出題されるか、等々の情報が公開

されないと、受験生が少なく、情報科学に適

性のある学生を選抜するという趣旨が生かさ

れない (このことは，平成 18年度入試の出題

教科・科目・範囲の検討会議で筆者らが「情

報」を出題することを主張したときに、他学

科からも指摘された) 。また、我々としても、

出題の難易度をどの程度に設定したら良いの

か、情報がまったくない。そのために、試行

試験を行うことにした。 

高等学校でも、「情報」は新設教科のため、

教員側にも迷いがあると言われており、試行

試験で良問 (特に、「情報」のサイエンスとし

ての観点からの出題) を示すことによって、

単なる操作技能の習得ではない本質的な情報

教育の推進にも貢献できると期待している。 



4. 試行試験実施の経過 
4.1 出題委員会の設置 
 東京農工大学の平成 18 年度入学試験個別
学力検査の出題科目・範囲が本年 3月に発表
された直後に、試行試験の出題委員会が発足

した。メンバーは本報告の著者全員である。 
 委員会の審議内容は、出題内容の方向性、

難易度の設定、問題数、解答の方式(○×式、
多肢選択式、穴埋め式、自由記述式、等々) 、
具体的な作問、広報活動の方法、等であった。 

4.2 周知の方法 
 試行試験の案内状を、東京都、神奈川県、

千葉県、埼玉県の国公私立の高等学校約 1000
校、全国の大手予備校に郵送した。また、上

記 4都県の教育委員会と文部科学省には、試
行試験を実施することを報告した。さらに、

マスコミにも通知した。 
 一方，東京農工大学と同情報コミュニケー

ション工学科のWEBのサイトにも、試行試
験に関する記述を掲載した。 

4.3 反応 
 試行試験受験希望者は、本稿を執筆の時点

で、26名あった。この内訳は、 
高校生    20 (1年 2、2年 17、3年 1) 
高校教師   5 
予備校講師 1 

であった。  
 教育家庭新聞がこの試行試験をとりあげ、

それに基づく応募もあった。 
 電話や電子メールによる質問もあった。内

容は次のとおりである。 
質問 1(教員) 文系/理系どちらの色彩が強い
か。 
回答 当学科が工学部の学科であることを

理解されたい。 
質問 2(教員) プログラミング問題が出るのか。 
回答 プログラミングは普通教科「情報」の

範囲外であるので、出題しない。ただし、ア

ルゴリズムを考えさせる問題はあり得る。 

質問 3(教員) 教員の勤務評定の目的で受験を
命じられるかもしれないが、配慮願いたい。 
回答 (この対応には苦慮したが、結果として、
そのような目的の受験申込はなかった。) 
質問 4(高校生) 試験は実技か。 
回答 実技ではなく、ペーパーテストである。

(「『情報』は数学や物理と違って実技が中心
になるから…」という趣旨なら、情報科学を

誤解した質問といえよう。しかし、問題解決

のプロセスを見て能力・適性を判定するとい

う趣旨の試験は (可能なら) したいものであ
る。これは、数学、物理、化学、生物等でも

同様であろう。教育 (入試も含め) は、手間
をかければかけるほど効果が大きいことは明

らかであり、問題は、限られた人手・時間・

経費でどこまで手間をかけるかということで

ある。) 

5. 作成した問題と採点結果 
 問題は次ページ以降に掲載する。採点の結

果は、 

□1  平均   44.6 標準偏差  18.1 
□2  平均   78.7 標準偏差  25.4 
□3  平均   63.0 標準偏差  19.8 
□4  平均   50.0 標準偏差  28.4 

  全体 平均  236.2 標準偏差  57.1 

となった(ただし、各問 100 点満点、計 400
点満点である)。 

6. おわりに 
 教科「情報」の試行試験への取組について

報告した。日本における「情報」教育の質的

向上を図るために、より多くの大学が「情報」

を入試に出題することを期待したい。  
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Ɵ0
下図のように相異なる自然数(正の整数)が書かれた n 枚のカードが横に並べられ
ているとする．

2  17  5  …  32 

これらのカードを昇順に並べかえたい．ただし、許されている操作は，最も左（左
から1番目）にあるカードを，

(a)他の隣り合う２枚のカードの間，
(b)最も右（左からn番目）のカードの右隣

のいずれかへ移動することだけである((a)だけ用いたり，(b)だけ用いたりするので
はなく，(a), (b)を混ぜて用いて良い)．このとき，以下の[設問1]， [設問2]，[設問
3]に答えよ．[設問1]と[設問2]については，答だけでなく考える過程も示すこと．

カードが昇順に並んでいるとは，記されている数値が左から x1,x2,…,xnのと
き，x1<x2<…<xnとなっていることである．

[設問1]  以下のように5枚のカードがあるとき(n = 5)，

２ ５ ９ １ ４

これを昇順に整列して

１ ２ ４ ５ ９

としたい．このときに必要な最小の操作数(最も左のカードを(a)あるいは(b)によっ
て移動する回数)を示せ．

[設問2]  n枚のカードの並びに対して，最小の操作数でこれを昇順に整列すること
を考える．この操作数は，カードの並びに依存する．例えば，カードが初めから昇
順に並んでいる場合は，操作数は0である．それでは，カードの並びがどのような
場合に操作数は最大となるか，その条件を述べよ．また，その操作数をnを用いて
示せ．

[設問3]  n枚のカードの並びに対して，最小の操作数で，これを昇順に整列する以
下の手順を考える．空欄(a)から(c)に入るべき適切な処理を，記号(ア)から(ク)の中
から選び記号で答えよ．

ステップ１

ステップ２

ステップ３

ステップ４

（ア）a1 < a 2 < … < a k, a k > a k+1となる kを見つける．ただし，a 1 < a 2 < … < a n

のときは，k=nとする．

（イ）a k > a k+1, a k+1 < a k+2 < … < a nとなる kを見つける．ただし，a n−1 > a nのとき
は，k=n−1とする．

（ウ）iを1から kまで1つずつ増やしながら以下のステップを実行する．

（エ）iを kからnまで1つずつ増やしながら以下のステップを実行する．

（オ）iを kから1まで1つずつ減らしながら以下のステップを実行する．

（カ）iをnから kまで1つずつ減らしながら以下のステップを実行する．

（キ）最も左のカードに書かれている数値がa1, a2, ..., anの中で i番目に小さい数値
になるまで，最も左のカードを左から i 番目と(i+1)番目のカードの間に移動する操
作を繰り返す．その後で，最も左のカードを最も右のカードの右隣に移動する．

（ク）最も左のカードに書かれている数値と，左端から(i+1)番目，(i+2)番目,…, n

番目の(n−i)枚のカードに書かれている数値とを比較して，この範囲で昇順をくずさ
ない位置に最も左のカードを移動する．

Ɵ2
整数の格子点上をロボットが移動して線を描く．ロボットには次に示す基本命令
から構成される命令列を与えて，移動しながら図形を描く．なお，ロボットは最初
に原点(0,0)にあるとする．北を y軸方向の正の向き，東を x軸方向の正の向きとす
る．

En 東へ向ってnマス移動する
 Wn 西へ向ってnマス移動する
 Nn 北へ向ってnマス移動する
 Sn 南へ向ってnマス移動する

nは自然数とする．次の命令列に対しては，図1の図形を描く．
 N5, E4, S3, W2, N1 
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図１ 命令列「N5, E4, S3, W2, N1」に対して描かれる図形

なお，いくつかの格子点上には，指令を強制的に変更させる指示が書かれている
ことがある．格子点上の指示は，上記4つの命令のいずれかである．ロボットが変
更指示のある格子点に到達したときは，その指示を実行した後，命令列中の次の指
示を実行する．通過しようとしたときは，格子点上の命令は無視される．例えば，
(0,4)にS4，(4,5)にE1，(5,2)にS1，(5.1)にW1が指定されているとき，N5，E4，
S3，W2，N1という命令列を与えたとき，図2のような図形が描かれる．
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図２ 格子点上に命令が指定されているときの例

[設問1] 格子点上に図のとおりに命令が配置され，次の命令列が与えられたときに，
どのような図形を描くか示せ．

与えられた命令列  N5, S1, S1, E4, W4, S1, S1, W5 

カードに書かれている数値を左から順にa1, a2, ..., anとする．

(a)

(b)

(c)
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[設問2] 次の格子点と図形が与えられたとき，このような図形を描く命令列となる
ように，(ア)，(イ)，(ウ)，(エ)，(オ)に適切な命令を入れよ．なお，(ア)，(イ)，(ウ)，
(エ)，(オ)にはそれぞれ1つの命令が入る．
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上記の図形を描くための命令列
E4, （ア）, S1, （イ）, （ウ）, S1, （エ）, （オ） （全８命令）

[設問3] 次の格子点と図形が与えられたとき，このような図形を描く命令列の中で
最も短いものを示せ．それが最も短い理由も同時に論じること．

!

!

"

"

#

$

%

&

# $ % &

'

(

)!*%+
,.&

)&*$+,
/#

)$*"+
,.#

)&*!+,
/&

)!*"+
,.#

)#*$+
,/#

Ɵ2

現在，電子機器を含むほとんどの情報システムには，大小さまざまなコンピュー
タが組み込まれており，それぞれにおいて種々の処理が行われている．これらの情
報システムは，役割に応じて，以下のように大別することができる． 

1 複雑・高度な科学技術計算を主な役割とするシステム 

2 情報をやりとりする通信を主な役割とするシステム 

3 データを管理することを主な役割とするシステム 

4 センサーなどのさまざまな制御を主な役割とするシステム 

以下の応用は上記のどの役割に相当するか，最も関連の深いシステムを1つまた
は2つ挙げ，どのように応用されているかを各50文字以内で説明せよ． 

(a) 携帯電話でのメールのやりとり (1つ挙げよ) 

(b) 天気予報のための大気シミュレーション(1つ挙げよ) 

(c) 全地球測位システム(GPS: Global Positioning System) (2つ挙げよ) 

(d) 火星探査ロボット (2つ挙げよ) 

(e) 指紋による個人認証 (2つ挙げよ) 

 
 

Ɵ3
 近年，音楽や映像を記録する情報機器の主流が，アナログ機器からディジタル機
器に変ってきている．また，それらの情報を記録するメディア(媒体)も多様化して
いる．ディジタル情報を記録することに関して，以下の設問に答えよ． 

[設問1] ディジタル情報を記録するメディアの種類を，4つ挙げ，それぞれの特徴
を100字以内で述べよ． 

[設問 2] ディジタル情報は，圧縮されて記録されることが多い．ディジタル情報
圧縮の仕組みを，具体的な例を用いて，200字以内で説明せよ．


